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	 磁気圏型プラズマでは，２流体効果，温度非等方性効果，ホロノミック／非ホロ
ノミック・トポロジー束縛の効果，高エネルギー（相対論的）粒子の効果などが顕
在化する．これらのために，運動論と流体モデルをつなぐ関係（階層構造）の一般
的で精密な構築が必要となり，その実験的・理論的研究によって，理想的な MHD
近似では隠れてしまう本質的な物理が明らかになる．本研究では，RT-1 実験装置
においてつくられる高温電子（>10keV）のベータ値が１に近い平衡状態の渦構造
（トロイダルフロー）を実験結果を用いて解析し，電子とイオンが内部電場を自己
組織化して安定平衡を形成し
ていることを明らかにした． 
RT-1 において，イオンの発

光分光手法を用いて，トロイダ
ル流速の空間分布を測定した．
その結果を各ドリフト(曲率ド
リフト，grad B ドリフト，反
磁性ドリフト)の速度と比較し
た（Fig.1）．ドリフト計算と実
際の測定された流速との違い
からプラズマのポテンシャル
から生じる E×B ドリフトの存
在を示す結果が得られた． 
複屈折性を示す結晶(BBO)

によって作られる干渉縞から
イオン温度とイオン流速を測
定するコヒーレンスイメージ
ングという測定法の導入も行
っており，プラズマの光で干渉縞を形成することが確認できている． 

Fig. 1 計測されたトロイダル流の速度(flow)とドリフト
の合計(total_drift)との比較．両者の差（緑破線）がＥ×
Ｂドリフトと考えられる．  


